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１．研究動機 

１看護師志望なので、看護に関する研究をしたいと思った。 

２以前から介護用品に興味があった。 

３自分で介護用品を作ってみたいと思った。 

 

２．研究概要 

  初めに介護用品について知識を深めるため、文献やインタ

ーネットで調べることにした。介護用品には、どういったもの

があるのか、どういった目的で使用されているのかを調べ、そ

のあとに実際に介護用品である『介護エプロン』を自分で製作

した。誰でも簡単に作れることを考え、一から作るのではなく

市販のものに手を加えて作った。 

 

３．研究内容 

  

製作する前に 

介護される側が楽しく食事をでき 

るようにし、また誰でも簡単に作れ 

るようにしたいと思った。その中で 

も、特に誰でも簡単に作れるという 

点について考えていった。 

 

 

製作していく中で 

〈工夫点〉 

①吸盤を付けたこと 

動いたときにエプロンがずれそれにより食べ物や 

食器が落下する恐れがあるのではないかと思ったの 

で取り外し可能な吸盤を付け、食べ物や食器の落下を 

防げるようにした。  

 ②食べ物キャッチポケットを作ったこと 

食べ物をこぼしてしまったときに床に落ちてしま 

うと、片づけの効率が悪くなってしまうのではない 

かと思ったため、ポケットを作り床に食べ物が落ち 

るのを防ぎ効率よく片付けができるようにした。 

 

４．まとめ 

 自分で実際に作ってみる

ことで介護用品のことを知

ることができ、利用する方々

の気持ちだけではなく介護

する方々の気持ちも考える

ことができた。 

また、今回の研究を通して、将来自分が目指す看護とい

う仕事に近い研究ができたと思った。 

 

工夫点①：吸盤をつけた 

工夫点②：食べ物キャッチポケット 

http://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=8wEgFzmV&id=F353351748A2FC15F0A9FE1EDF72C4B946F6CE3F&thid=OIP.8wEgFzmVpHz2P1_nJytGBwHaFs&mediaurl=https://www.sagasix.jp/column/entry_img/pixta_28655515_M.jpg&exph=770&expw=1000&q=%e4%bb%8b%e8%ad%b7&simid=608013041806738754&selectedIndex=43

